
《
第
138
回
》 

令
和
六
年
十
二
月
の
作
品 

 

〈
十
二
月
十
三
日
（
金
）
於
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
５
D
〉 

 

枯
芝
や
真
一
文
字
に
飛
ぶ
ボ
ー
ル 

（
前
歩
） 

白
映
ゆ
る
初
冬
の
朝
の
浅
間
山 

（
奉
男
） 

喜
寿
の
冬
晴
れ
て
熱
海
に
同
期
会 

（
孝
昭
） 

冬
ぬ
く
し
傘
寿
の
吾
の
誕
生
日 

（
隆
治
） 

日
お
も
て
に
石
の
狸
と
石
蕗
の
花 

（
一
江
） 

鶴
岡
や
田
ん
圃
に
群
る
る
子
白
鳥 

（
貴
美
） 

明
治
天
皇
多
摩
行
幸
跡 

冬
枯
れ
や
お
狩
場
跡
に
遊
歩
道 

（
正
佳
） 

二
冊
目
の
五
年
日
記
を
買
ひ
に
ゆ
く 

（
芙
紗
） 

白
壁
に
枯
蔦
絡
む
隣
家
か
な 

（
正
雄
） 

墓
に
花
供
へ
て
あ
り
ぬ
冬
ぬ
く
し 

（
平
六
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


